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1.　はじめに

国土交通省では，法制度創設から約 20 年が経
過した「都市再生」のこれまでの取組を振り返る
とともに，新しい時代の都市再生のあり方を検討
するため，「都市の個性の確立と質や価値の向上
に関する懇談会」（以下，「懇談会」という）を
2024（令和 6）年 11 月に設置した。全 8 回にわ
たる議論を踏まえ，昨年 5月 16 日に中間取りま
とめとして，「成熟社会の共感都市再生ビジョン」
が公表された。本稿では，中間取りまとめで示さ
れた今後の都市再生の方向性について概説する。

2.　懇談会における問題意識

国土交通省では，2002（平成 14）年に都市再
生特別措置法が制定されて以来，約 20 年にわた
って，都市機能の高度化や都市の居住環境の向上
といった都市再生を目的とした取組を進めてき
た。この間，大都市における国際競争力の強化や
地方都市の魅力向上，「居心地が良く歩きたくな
るまちなか」づくりなど，人々の豊かな暮らしや
経済の活性化に向けた施策が展開されてきた。
このような中，近年，人口減少の本格化や，建

築費の高騰をはじめとする事業環境の変化，気候
変動への対応，コロナ禍を経た身近な公共空間へ
のニーズやウェルビーイングの意識の高まりとい
った社会経済情勢や人々の価値観の変容が顕在化
し始めている。都市開発プロジェクトは，その整
備が行われた後何十年も地域に残り続ける一方，
そのような社会経済情勢や人々の価値観は常に変
化している。これからの都市において，開発完了
から数年での短期的な収益性や経済合理性だけを
追求するのではなく，より中長期的に，「都市の
質や価値」を意識した視点を持つことができない
か，経済合理性や利便性だけではなく，「都市の
個性」に着目し，地域文化の醸成など，数値的に
把握できないような価値を見出していくことがで
きないかという点が，この懇談会での主な問題意
識である。
これらを実現するために必要な取組をはじめ，
新しい時代の都市再生のあり方を検討するため，

成熟社会の共感都市再生ビジョン
〜「都市の個性の確立と質や価値の向上に関する

懇談会」中間取りまとめより〜

国土交通省 都市局 まちづくり推進課

写真－ 1　第 1回　懇談会の様子
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産官学の関係者による議論の場として，本懇談会
を設置することとした（写真－ 1）。

3.　成熟社会の共感都市再生ビジョン

昨年 5月には，懇談会の議論を踏まえ，中間取
りまとめとして「成熟社会の共感都市再生ビジョ

ン」が公表された。この中間取りまとめでは，こ
れまでの都市再生を振り返りつつ，今後の都市再
生において目指すべき方向性と取り組むべき施
策，中長期的に検討が必要な事項について言及さ
れている。本章では，中間取りまとめの本題とも
いえる，今後の都市再生において目指すべき方向
性と取り組むべき施策について述べる（図－ 1，
2）。

図－ 1　都市再生の方向性

図－ 2　取り組むべき施策
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⑴　目指すべき都市再生の方向性
人口増加局面で量的拡大を追求する成長社会か
ら，精神的な豊かさや生活の質，価値の向上に重
きを置く成熟社会に移行しつつある。こういった
成熟社会においては，都市の個性と質や価値に着
目し，大都市と地方都市が連携しながら，都市の
魅力を磨き上げていくことで，中長期的に持続可
能な都市の再生を図る必要があるとされた。
都市には，安全性や利便性，快適性の高さとい
った普遍的な魅力と，その都市を訪れてこそ体験
できる地域の歴史・文化，自然や景観，本物の雰
囲気といった固有の魅力とが存在する。両者を共
に高めていくことが，都市の質や価値を高め，都
市に関わる人々の都市再生・まちづくりへの「共
感」の形成を促すことになる。これまでの都市再
生は普遍的な魅力である都市機能の高度化に寄与
してきたが，成熟社会においては固有の魅力によ
り着目していく必要があるとされた。
特に地方都市においては，都市の固有の魅力を
高めることで住民のシビックプライドを醸成して
域内への磁力を強化しつつ，併せて国内外の観光
客の地方誘客を促すことで，域外から稼ぐ力の強
化も図ることができる。都市の固有の魅力は時間
の経過を経て，徐々に醸成されるものであり，ま
ちづくりの構想段階から竣工・開業，その後の運
営段階まで長期的な目線で様々な人が関わってい
くことが重要である。また，これからの都市に
は，都市の規模にかかわらず，人々の創造的活動
を活性化し新たな価値を生み出す「共創の場」と
しての機能がこれまで以上に求められている。
地方公共団体や民間事業者による創意工夫を促
すことで，都市の普遍的な魅力を向上させるとと
もに，画一化することなく固有の魅力を高めてい
くことができ，まちづくりの原動力となる「共感」
を呼び込むことにつながるとされた。

⑵　取り組むべき施策
本節では，目指すべき都市再生全体の方向性を
踏まえて整理された 5つの取り組むべき施策につ
いて，それぞれの現状と課題，方向性について説

明する。
①　協働型都市再生によるウェルビーイングの向上
都市開発プロジェクトにおいて，建築費の高騰
等の現下の事業環境では，限られた事業費の中で
収益を最大化する観点から魅力的な公共公益施設
の整備が縮小する，あるいは見送られる懸念が生
じているほか，それらの施設の高質な管理運営の
担保等が課題となっている。
これらの課題に対応し，ウェルビーイングの向
上に資する都市を実現するためには，持続的なエ
リアマネジメントや周辺街区のリノベーション
等，ソフト面を含む多様な工夫を公共貢献として
評価し，必要な機能の導入にインセンティブを与
える管理運営の中長期的な担保と，時代に合わせ
た内容の変更を可能にする仕組みの導入等の措置
が考えられる（写真－ 2）。

②　余白を楽しむパブリックライフの浸透
2020（令和 2）年の都市再生特別措置法や道路
法の改正以来，官民一体で「居心地が良く歩きた
くなる」まちなかの創出を図るウォーカブル政策
と，道路空間の再構築をすることで歩行者が安
心・快適に通行・滞留できる空間の整備を図る歩
行者利便増進道路（ほこみち）制度を両輪として
人中心のパブリックスペースづくりを進めてきた。
今後は，両政策等のさらなる連携や，都市に将
来の可変性や柔軟性を許容する「余白」を残すこ
とで，パブリックスペースにおいて多様な活動を
創出し，人々の回遊性等を向上させる制度の充実
が必要である。

写真－ 2　 空の広さにこだわったウェルビーイング・
タウン（GREEN SPRINGS）
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③　地域資源の保全と活用によるシビックプライ
ドの醸成
都市の固有の魅力を高める地域資源は，全国各
地に見られるものの，毀損・滅失の危機にあるも
のも多く存在している。これらをまちづくりに活
用していくことが有効であり，これにより地域へ
のシビックプライドを醸成することで，域内への
磁力の強化と国内外からの誘客による域外からの
稼ぐ力の向上を図り，地域資源の保全へ再投資す
る仕組みづくりが必要である。
また，関係省庁で連携して，歴史まちづくりの
裾野を拡大することや将来的な活用を前提とした
エリア価値を高める地域資源の保全を促進するこ
とも重要である（写真－ 3）。

④　業務機能をはじめ多様な機能の集積による稼
ぐ力の創出
成熟社会の都市には，創造的活動を活性化する

「共創の場」としてヒト・コト・アイデアが集い，
出会い，新たな価値やイノベーションを創造・創
出する舞台の創出が重要である。地方都市におい
ては，地方創生のコンセプトに基づいて稼ぐ力を
再生し，自立的で持続性の高い都市再生を図るこ
とが重要であり，まちなかに産業やオフィス，宿
泊機能を包含する都市機能を集積させることが望
ましいと考えられる。
そのためには，例えば立地適正化計画に業務機

能をはじめ様々な機能を位置付けること等により
居住機能との近接性を確保し，居住者の利便性向
上を促進することが必要である。

⑤　共創・支援型エリアマネジメントによる地域
経営
エリアマネジメントの推進にあたっては，多様
な関係者間の調整の負担や担い手不足等の課題解
決と併せて，社会課題の複雑化や価値観の多様化
に対応する幅広い取組の推進が求められている。
このためには，エリアマネジメント団体が主体
的に地域に関わり合いながら，居住者や来訪者等
と新たな価値や営みを共創し，地域経営を担う存
在となることが重要である。また，都市開発の計
画段階から将来的な管理運営を見据えた仕組みづ
くりや，官民の連携によるエリアマネジメント活
動に関する計画の策定等の措置が考えられる。

4.　おわりに

精神的な豊かさや生活の質・価値の向上に重き
を置く成熟社会において，確立すべき都市の質や
価値は，地域によって異なるものである。取りま
とめで記載された施策の方向性は，国として進め
るべき性質のものだが，それらが目指す都市のあ
り方を実現させるためには，具体の都市開発やま
ちづくりの中で，民間事業者，地方公共団体等の
主体による創意工夫が重要な役割を果たすことに
なる。それらの持続的な取組が，新しい時代にふさ
わしい都市の実現に寄与するものと期待している。
国土交通省としても，中間取りまとめで示され
た方向性を踏まえた施策の展開を検討していく。
紙幅の関係上，懇談会の各回で取り上げられた事
例について具体的に触れることはできなかった
が，中間取りまとめの参考資料として，各回の資
料と併せて国土交通省ホームページに掲載してい
る。中間取りまとめの方向性が目指す姿のイメー
ジとして，参照いただければ幸いである。

写真－ 3　 歴史的資源を活用したシビックプライドの
醸成（愛媛県大洲市）

国土交通省ホームページ：都市の個性の
確立と質や価値の向上に関する懇談会
https://www.mlit.go.jp/toshi/toshi_machi_
tk_000088.html
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